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　平成28年の埼印工賀詞交歓会は、１月22日（金）
マロウドイン熊谷で開催されました。
　午後４時より第１部新春講演会は、昨年に引き続き
全印工連前会長、水上印刷㈱代表取締役 水上光啓氏
にお話いただきました。司会は新 道行常務理事、講師
紹介は城戸紀夫副理事長が担当、佐藤伍郎副理事長が
開会の挨拶を述べました。　
　昨年のテーマは「変革への挑戦」でしたが、今年は

「業態変革の過去から現在、そして未来へ」をテーマ
にさらに深めたお話となりました。実際に印刷業に携
わっている私たちにもわかりやすくお話し下さいまし
た。「印刷業に未来はあるか？未来はある。但し、徹底
した顧客第一主義と徹底した独自力が必要。徹底した
顧客第一主義に関しては、お客様が面倒だと思うこと
を手伝って、解決する。独自力に関しては、〈スピード〉
と〈柔軟性〉でお客様の要望に応えることです。組版
が難しい、大量の仕事である、納期も短い、といった
仕事がきても知恵を働かせて何とか対応する、などで
す。更に〈もうひと手間〉かけることができれば、勝ち
パターンです。小さな差の積み重ねが大差につながる
のです。勝ち残りの大原則として、〈客観的一番より主
観的一番〉ということができます。お客様の好みは多
様です。各社が独自力、独自色を出して、お客様に喜
ばれることをめざしましょう。変革に必要なのは、〈理
屈〉ではなくて〈行動〉です。今日から行動して、変革
を進め、未来の勝ち残りとなりましょう。」

2016年　埼玉県印刷工業組合

　華やかに新春賀詞交歓会開催される
「第一部」新春講演会

司会
新常務理事

開会挨拶
佐藤副理事長

講師紹介
城戸副理事長

各委員長より一言

講演会　テーマ　「業態改革の過去から現在、そして未来へ」
講師：水上印刷㈱　代表取締役　水上光啓氏



（3）

No.138 
埼 印 工 だ よ り

　第２部の賀詞交歓会は、
海野了一青年部会長の開会
の言葉で始まり、司会は市
川博也副理事長、新井正敏
理事長が挨拶で「今年は役
員改選ですが、組織の若返
りを図りたいと考えていま
す。また、営業士会を見直
し、新しい取り組みで、埼
印工組を発展させていきたいと進めています。若い
世代には期待しています。」と述べました。

　続いて熊谷市長 富岡 清氏、また衆議院議員 田中良
生氏（秘書 森 幹郎氏）、埼玉県議会議員 宮崎栄治郎
氏、埼玉県中小企業団体中央会会長 星野 進氏がそれ
ぞれ挨拶を述べました。

　次に、関連企業を渋木理俊副理事
長が紹介し、関連企業各社には一言
ずつの自己紹介、また関連企業を代
表して設楽印刷機材㈱ 設楽守廣氏
が挨拶を述べました。その後、商工
組合中央金庫 熊谷支店長 下津雄哉
氏の乾杯で懇親会も本番となりまし

た。組合員、関連企業の皆さんがあちこちで名刺を交
換、話し合いの輪ができていました。中締めでは熊谷・
鴻巣支部が壇上に集合、岩渕 均副理事長の閉会あい
さつで散会となりました。

「第二部」賀詞交歓会

関連企業挨拶
設楽守廣様

関連企業紹介
渋木副理事長

報道４名を紹介する新井理事長

開会：海野青年部会長

挨拶：新井正敏理事長

熊谷市長
富岡　清様

埼玉県議会議員
宮崎栄治郎様

衆議院議員　田中良生様
（代理）秘書 森 幹郎様

埼玉県中小企業団体中央会
　会長　星野 進様

乾杯
商工組合中央金庫

熊谷支店長 下津雄哉様

閉会挨拶
岩渕副理事長

壇上熊谷・鴻巣支部　　　 熊谷支部を代表して椎橋監事 懇親会風景

来 賓 ご あ い さ つ
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埼玉県印刷工業組合青年部　　　　　　    第27回関東甲信越静協議会
第27回 関東甲信越静ブロック協議会 新潟

日時：2015年10月31日　場所：ホテル イタリア軒

テーマ「グローカル」

　グローバルとローカルを掛け合わせた造語で「グ
ローバルで考えながらローカルに行動する」「地球規模
の視野で考えながら、地域視点で行動する」という考
え方
第１部：Japan EXPO 報告⇒大木議長
　フランス、パリで開催。オタク、アニメを海外で
PR。各県への動線をアニメカードを使って、外国人観
光客を呼び込む作戦。反響はあり、47都道府県のカー
ドをそろえていく。
第2部：グローカルセミナー ⇒惠副議長
　日本の魅力、「食」ミシュ
ランガイドの発行で、世界
が日本の食文化の高さに
驚いたこと。「文化」アニ
メ、キャプテン翼やドラゴ
ンボールなど世界で高い
人気。また、鷲宮のらき☆
すたの聖地での活性化、札
幌の商工会議所発行の札
幌乙女ごはんなど。
　ニューツーリズムエコ
ツーリズムやヘルスツー
リズム、文化観光や産業観
光にどうつなげていくか
を考えることが大切。
　地域の魅力や文化を活
かし地域活性化へ向けたプロジェクトをプロデュース
していくことで企画段階から入っていく。ネットワー
クをどう組んで中長期的にＰＤＣＡを回していくこと
ができるかどうか。そしてグローカルを通して、「住ん
でよし、訪ねてよしの地域づくり」の実現へ。

第3部：ワークショップ
　グループごとにニューツーリズムを約2時間のワー
クショップで作成。私たちのグループでは「SKC48」
という埼玉、神奈川、千葉の古代、現代、未来をテーマ
にした48時間ツアー企画を作成しました。２回目以
上の訪日外国人向けに東京近郊の日本の魅力を体験す
ることでリピーターを継続的に増やしていこうとい
うツアー企画です。結果的にガイドブックであったり
ホームページであったりＤＭというような商材に結び
つくことになるのです。
　全青協新潟大会では、第１部から第３部まで４時間
を超える研修会プログラムでしたが、グローカルとい
うテーマのもと、今後の印刷業界の共通の方向性を共
有していく貴重な内容となりました。

　平成26年度共済キャンペーン」において、
重点工組として共済加入促進
を皆様にお願い致しました
が、皆様のご協力で、優秀工
組として表彰されました。ご
協力ありがとうございまし
た。これからも共済推進にご
協力お願い致します。
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埼玉県印刷工業組合青年部　　　　　　　　　　　PRINTNEXT報告
埼玉県印刷工業組合青年部
PrintNext2016に携わる
　2016年2月6日（土）、千代田区大手町のサンケイ
プラザにて「PrintNext 2016」が開催されました。
　「PrintNext2016」には埼玉県印刷工業組合青年部
のメンバーも携わり、550人を超える仲間と共に参加
してきました。
　昨年の4月18日の「PrintNext2016」の初会議よ
り関東甲信越ブロックの広報を海野会長と篠原が受
けることになり、運営にも携わり、当日も青年部メン
バーはスタッフとしてイベントを盛り上げ、参加して
体感する事ができたことは、今後に繋がる経験となり
ました。基調講演では、田坂広志さんのお話を聞き、
知性・思想・志・などの関連性や人間力の例題などを
盛り込んだ実体験、実践的な深層と表層の話、人を育
てるとは？相手に気持ちをどのように伝えるかなどの
お話も、楽しくも心に響く貴重な講演でした。
　分科会として6つ、北海道ブロック・中部ブロック・
九州ブロック・東北ブロック・近畿ブロック・四国ブ
ロックの皆さんが素晴らしい企画を用意してくれまし
た。
　関東甲信越ブロックは、展示企画「デザインの力展
－新しい価値を創造するデザイン－」と題しまして、
廊下に地図やMUDを活用した印刷物、実際にある課
題を克服するために作成した印刷物など、各県より厳
選した素晴らしい展示企画となりました。

忘年会
　2015 年 12 月 3 日（木）、青年部会忘年会を
開催いたしました。会員 21 名が参加して、大
宮の居酒屋「ちっきん」にて一年の労を癒し、来
年の更なる活躍を期待して、様々な意見交換や
会員同士の懇親がはかれました。 
　その後の二次会も多数の参加を
いただき、楽しい夜となりました。
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　近代日本経済の父といわれる渋沢栄一は天保 11 年
（1840）深谷市の血洗島の農家の家に生まれました。幼い
頃から家業である藍玉の製造・販売・養蚕を手伝い、父
市郎右衛門から学問の手ほどきを受けました。７歳にな
ると下手計のいとこの尾高惇忠のもとへ論語をはじめと
する学問を習いに通いました。
 　20代で倒幕思想を抱き、惇忠や惇忠の弟の長七郎、い
とこの渋沢喜作らとともに、高崎城乗っ取りを計画しま
したが、長七郎は京都での見聞からこれに反対し計画は
中止されます。その後、喜作とともに京都へ向かい、一橋

（徳川）慶喜に仕官することになりました。
　一橋家で実力を発揮した栄一は27歳の時、慶喜の弟徳
川昭武に随行し、パリ万国博覧会を見学し、欧州諸国の
実情に触れることができました。明治維新となって帰国
すると日本で最初の合本（株式）組織「商法会所」を静岡
に設立し、その後明治政府の大蔵省に仕官します。栄一
は富岡製糸場設置主任として製糸場設立にも関わりまし

た。大蔵省を辞めた後、一民間経済人として株式会社組織による企業の創設・育成に力を入れるとと
もに「道徳経済合一説」を唱え、第一国立銀行をはじめ、約500もの企業の設立に関わったといわれて
います。また約600もの教育機関・社会公共事業の支援と民間外交にも熱心に取り組み、数々の功績
を残しました。　　　　　　　　　http://www.city.fukaya.saitama.jp/shibusawa_eiichi/shokai.html

埼玉の偉人伝　VoL.1 

渋 沢 栄 一 氏

全印工連創立60周年記念行事開催

　平成27年10月16日（金）、パレスホテル東京で全印工連創立60周年記念行事が開催され、全国から900
名余りが参集、埼印工組から青年部も含めて16名が出席しました。島村会長から組合の重要性が述べられ、記
念講演会は、講師 堀江貴文氏による、演題「不易流行～新たな時代の挑戦者～」の講演が行われました。
　また、表彰式では、新井理事長が全国中小企業団体中央会会長賞を受賞しました。

　朝ドラで『銀行の神様』と話題の渋沢栄一氏、あの偉大な
方が、埼玉県深谷市生まれって皆様ご存知ですか？
　埼玉の偉人伝第1号として、ここにご紹介します。

1840年3月16日（天保11年2月13日）誕生
1931年11月11日（満91歳没） 

全印工組　島村会長 新井理事長全国中小企業中央会会長賞受賞 埼印工組出席者
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　埼玉県印刷営業士会総会が、2015年11月7日（土）マロウドイン熊谷で開催されました。
当日は出席者数、計36名での議案審議となりました。	 	 	 	

平成27年度 第31回営業士会総会開催される

　はじめに、株式会社アサヒコ
ミュニケーションズ 篠木会員
の先導による印刷産業人綱領の
斉唱で会員の心を一つにするこ
とができました。
　続いて齊藤 清会長から挨拶

があり、冒頭で、関東甲信越静地区印刷協議会年次大
会開催と重なることから、本総会の開催時期を例年よ
り延期したことの報告がなされました。また業界を
取り巻く環境は更に厳しくなっているが、顧客の問題
解決のヒントを持っていると顧客に思わせることが
できれば、はじめから価格競争に巻き込まれることは
ない。お客様の様々な諸問題を聞き出し解決する良
きアドバイザーとしてお客様の立場に立った営業マ
ンを目指して欲しいと話されました。その後、齊藤会
長が議長に選任され第1号議案、第2号議案ともに滞
りなく提案どおり承認されました。
　その後、来賓を代表して新井正敏理事長が祝辞に
立たれ、そのなかで、厳しい時代だがやり方によって
まだまだこの業界には伸び代
は沢山あること、営業マンは
自信を持って日々取り組んで
欲しいと力説されました。ま
た本紙第136号で既報のとお
り、営業士会も時代に対応し
見直す方針であることを話さ
れました。新しい学びの場、資格の場として業界の活
性化、全体の発展につなげてゆきたい、として、「埼玉

県印刷技術資格士会（仮称）」を立ち上げる計画であ
ることを発表しました。今後、組合員をはじめ広く関
連企業にも呼びかける方針であること、その骨子を次
のように定めることも話されました。
1.　31年間にわたる営業士会の伝統を引き継ぐ
2.　共に学び、共に歩むことを基本テーマに有効な
 セミナー、交流会、情報交換をおこなう
3.　印刷の技術や資格を取得している個人や法人の
 二本柱とし学びの支援をしてゆく
4.　全組合員、青年部、関連企業に幅広く参加を促し

業界の発展・活性化につなげる
5.　日本印刷技術協会、全印工連、埼玉県中小企業
 団体中央会の3団体に協力を仰ぐ
　結びに、今後もステップアップを図りながら、やり
がいのある営業活動ができるようにサポートしてゆ
くことを約束くださいました。
　総会終了後の第Ⅱ部のセミナーでは、日本ビジネス
心理学会副会長でデジタルハリウッド大学教授の匠 
英一氏が「ビジネスにおける心理学の応用」について
と題しご講演いただきました。その中で、行動があっ
てあとから動機がついて
くるという購買動機の正
当化という心理学上の概
念があり、優れた営業マ
ンとは、お客様に営業マ
ンが説得したと思わせな
いで、お客様自身が自分
を説得して納得して買った、と思わせるところにある
と話します。また、ビジネス心理の5原則として①実
践性②快活性③証拠性④創発性⑤対話性の5つを強
調なさいました。
　講演後は、たつみ印刷株式会社 金縄会員が匠先生
に謝辞を述べられました。その後は第Ⅲ部の懇親会
へと移り、組合副理事長であり教育・研修委員長（五
光印刷社長）城戸紀夫氏の祝辞を頂き、その後乾杯に
入り、懇親会も終始和やかなうちに終了し再会を期
し、散会となりました。

印刷産業人綱領唱和　篠木会員

来賓挨拶　新井理事長

議長　齊藤会長挨拶

司会　鬼形幹事

セミナー講師　匠 英一氏

乾杯　畑野氏 城戸教育委員長挨拶 閉会挨拶　新会員
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平成28年2月12日・13日
（株）若草印刷～伊香保温泉・ホテル木暮
　毎年恒例の青年部会の新年会が、2月
12・13日の日程で実施されました。去
年に続き、会社見学と新年会、セットで
の企画です。
　今回は、群馬県富岡市にある（株）若草
印刷様に伺いました。オフ輪を設備し、
新聞折込チラシなどの広告作成をメイン
に、24時間体制で稼動している印刷会社
です。当日は会社見学があるということ
は社員の方々には内緒にしてあるとのこ
とでしたが、どの部署も綺麗に整頓され
ており、社員の方々には笑顔で挨拶をし
ていただきました。
　オフ輪で大ロットのチラシを印刷して
いる一方で、オンデマンド印刷や後加工
の設備も整っており、今回見学に伺った埼印工青年部
メンバーの氏名が印刷されたクリアフォルダが一人
ひとりに用意されており、感動しました。また、沖縄
には写真データの加工を専門に扱う事業所を立ち上
げていると
のことです。
全体的に若
い方が多く、
女性もたく
さん活躍し
ているとい
う印象を受
けました。

　質疑応答の時間には、たくさんの質問や意見が飛び交
うなど、今回の会社見学も大成功であったと思います。
　見学後一行は、一路伊香保温泉へ移動。夜の宴会は
例の如く、大変盛り上がり、会員相互の親睦を更に深
めることができました。
　今回のような同業他社の会社見学は、色々と刺激の
ある貴重な経験であり、なかなか出来る事ではありま
せん。こうした会社見学を受け入れてもらえるのも
組合員のメリットだと思います。青年部では、今後も
様々な研修や事業を企画していきますので、皆様の積
極的な参加をお待ちしています。

（副会長　（株）三興社印刷所　大川正行）

埼玉県印刷工業組合青年部　　　　　　    　　　　会社見学・新年会

正面左㈱若草印刷 岡田常務、右 萩原部長
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我が社の

ZOOM UP! 社員
すてき　普段はなかなかお会いすることのない埼印工組合員の

事業所のすてきな社員の方をご紹介していただきます。
　第９回目は、株式会社三興社印刷所さんです。

Vol.9 株式会社 三興社印刷所

　「若手営業マン」として走り続けてきた彼も、早
いもので入社20年が過ぎ、中堅社員として周りの
みんなをリードしていく立場になりました。
　プライベートでは、平日の夜や休日に地元の小学
生バレーボールチームのコーチとして、子ども達と
一緒に汗を流しています。そのために家族サービス
は疎かになってしまっているようですが、年に数回
行けるゴルフを楽しみにしているんだとか。ここだ
けの話、学生時代から続けているゴルフの腕は相当
なものです。
　「好きな言葉は『一期一会』です。地域の方々との
一つひとつの出会いに感謝し、様々なニーズにお応
えできるよう、いつも笑顔を忘れずにお客様とのふ
れあいを大切にしています。」と穏やかに話す彼の
今後、ますますの活躍に期待が高まります。

営業部　中野　豊さん

訃 報

平成27年11月10日	 石川印刷㈱（秩父支部）	 代表取締役　石川　治様（79歳）
平成27年11月30日	 川越印刷㈱（川越支部）	 代表取締役　鎌田賢一様（84歳）
平成28年 １ 月20日	 ポプラ社印刷㈱（深谷支部）	 代表取締役　田島庸司様（66歳）

ご逝去を悼み、謹んでお悔やみ申し上げますとともに、心からご冥福を
お祈りいたします。

　2016年1月に発行致しました「いきいき埼印工」の名簿の部分に、印刷ミスがありました。皆様方にはお手数を
お掛けし、大変申し訳ございませんが、下記要領にて加筆修正頂きますようよろしくお願い致します。

　（誤）「いきいき埼印工」23頁　深谷・本庄・秩父支部欄より東洋印刷㈱様が校正ミスにより抜けてしまいました。
　（正）東洋印刷㈱　河田 輝夫　〒366-0825　深谷市深谷町9-34
　　　　　TEL　048-571-0567　FAX　048-573-8877
　改めて、東洋印刷㈱様及び関係者様には、大変ご迷惑をお掛けしました事、お詫び申し上げます。
　今後､ 充分注意を払い、ご迷惑をおかけすることのないよう努めて参りますので、よろしくお願い申し上げます。

お
　
詫
　
び
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株式
会社 深谷カーボン
信頼と技術、ガッツなパートナー

ホームページ　http://www.ksky.ne.jp/~youichi/

〒360-0004　埼玉県熊谷市上川上952-5
電 話  048-520-1649　 FAX  048 -520-1410

バックカーボン・ナンバーリング印刷
カッターミシン・伝票丁合・セパレートワックス・減感加工

豊かな新世紀を拓く！
新しい時代の「企業づくり」のアドバイザー

●印刷関連機器・材料販売
●Macintosh・Windows出力・教育・保守サービス
●ITビジネス支援事業
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紙 上 作 品 展
2016

作品募集中!
皆様のすてきな作品を募集しています。
応募、お問い合せは埼玉県印刷工業組合事務局まで。
奮ってご応募ください。

 奥武蔵の早春を駆ける　奥武蔵駅伝　　
吉田正人　（株）文化新聞社

 子猿(長野県地獄谷にて)
椎橋俊夫　（株）博友社


